
２３

原 著 階女 繍。、
第 蟻。１筆 捌

女性外来に通院中の更年期女性の皮膚症状に関する調査

１東京女子医科大学附属女性生涯健康センター

２東京女予医科大学医学部皮膚科学

オ オ イ コ シ ン モ ト サ ツ キ ア リ カ リ ジ ュ ン コ

大 井 の り 子’・ 新 元 五 月２・ 有 川 順 子三

ウ ェ ダ カ ヨ コ 労 モ ト シ コ ヒ ガ キ ュ ウ コ

上 田 嘉 代 子１・ 加 茂 登 志 子三・ 檜 垣 祐 子１

（受理 平成２１隼１月２２日）

Ｄｅ ｍ ａｔｏ－ｏ 飲 ａ１Ｃｈａ皿ｇｅｓｉ珊 Ｍ ㎝ ｏｐａ皿ｓ＆Ｉ Ｗｏ㎜ ㎝ ｉ口 Ａ ㎜ｂｕ 賊 ｏｒｙ Ｃｏｎｓｕ１械ｉｏｎ 説 ｔ直ｅ Ｗｏｍ ㎝
’
ｓＣ１ｉ正ｉｃ

Ｎｏｒｉｋｏ ＯＨＩ
１
，Ｓａｔｓｕ鮎 ＳＨＩＮ Ｍ ＯＴ０

２
，Ｊｕｎｋｏ ＡＲ 服 Ａ Ｗ Ａ

１
，

Ｘ至ｙｏｋｏ Ｕ正：ＤＡ
１
，Ｔｏｓ湘ｋｏ ＫＡ 秘 Ｏ

ユ
ａｎｄ Ｙ 泄 ｏ ＨＩＧＡＫＩ

ｌ

ｌ
Ｉｎｓ搬 ｕｔｅｏｆ Ｗｏｍｅ 泌 臨 釧 箭，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏｍｅ 泌 Ｍｅｄ１ｃａ 閉 ｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

２
Ｄ ｅｐａｒ 痂 ｅｎｔｏｆ Ｄ ｅｒ瓜 ａｔｏｌｏｇｙ，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ ｍ ｅｎ
’
ｓ Ｍ ｅｄｉｃａｌ Ｕ Ｒｉｖｅｒｓｉｔｙ

Ｔｈ三ｓ ｓｔｕｄｙ
ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｓ ａ ｑｕｅｓｔｉｏ 醐 ａｉｒｅ ａｂｏｕｔ ｃｈ 脳 ｇｅｓ ｉＲ ｓをｉｎ ｃｏｎｄｉｔ三〇ｎ ａ 鮒 ｓｙ ｍｐｔｏｍｓ 舳 ｅｄ ｏｕｔ ｂｙ １２１

ｗｏ ｍｅな ａｇｅｄ ３５ ｔｏ ５９，
ｗｈｏ ｃｏｎｓｕ１ｔｅｄ ｏｎｅ ｏｒｓｅｖｅｒａ１ｏｆｔｈｅ ｄｅｐａｒｔ㎜ｅ 淋 １ｎ ｔｈｅ Ｉｎｓｔ１ｔｕｔｅ ｏｆ Ｗ ｏｍｅｎ

’
ｓ Ｈｅａ１ｔｈ．

Ｃｏｎ、

・・ｍｉ・ｇ ・ｋｉ・ ・ｙ㎜ｐｔ・ｍｓ ４５５％ ・ｆｔｈ・ … Ｐ・・ｄ・斌… ｐ・・ｉ・… ｄ ｆ・・ｉ・ｌｉｔ・ｈｉ・＆ ・・ｄ ３６４ ％ ｉｔ・ｈ１・ｇ ㎝ 漉 。。。ｋ，

４０１５ ％ ｆｅ王ｔ ｈｏｔ 肱 ｓｈｅｓ；３６１４ ％ 星ｏｔｎｅｓｓ ｏｒ ｄｙｓｅｓｔｈｅｓｉａ ｏｎ 芝ｈｅ ｈａｎｄｓ ａｎｄ ｆｅｅむ ４５．
５ ％ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｄ ｓｗｅａｔｉｎｇ ｏｎ ｆａｃｅ

ａｎｄ ｓｃａｌｐ． ａｎ
ｄ １９０ ％ ｏｎ ｈａｎｄｓ ａｎｄ ｆｅｅむ Ａｓ ｔｏ ｏｔｈｅｒ ｓｋｉｎ ｃｈａｎｇｅｓ ４７１％ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｄ ｄｒｙ ｓｋ 虹 ４ａ３ ％ ｐｔｏｓ紅

姓 ６％ ｈａｉｒ１ｏｓｓａｎｄ ５６，
１ ％ ｓｋｉｎ ｃｒａｃｋｉｎｇ ｏ 鮒 ｈｅ もｅｅ１＆ Ｔむｅ ㎜ａｊｏｒｉｔｙ ｏｆｔｈｅｒｅｓｐｏｎδｅ巫ｔｓ ｗｅｒｅ ｓｕｆｆｅｒｉ巫ｇ ｆｒｏｍ ｄｉｆｆｅト

ｅｎ乏 ｈｅａ至ｔｈ ａｎｄ 童ａ㎜ｉ１ｉａ１ ｐｒｏｂｌｅｍ ＄ ｔｏα Ｔとｅｓｅ ｓｔｒｅｓｓｏｒｓ ｓｅｅ ｍｅｄ ｔｏ ａｃ乏 ａｓ ㎜ａｊｏｒ ｅｘａｃｅζｂａｔ三ｎｇ ｆａｃ乏ｏｒｓ ｆｏｒ ｍａｎｙ ｏｆ

ｔｈｅ ｓｋ三ｎ ｔｒｏｕｂ１ｅｓ ｏｆρ 励一肋εれｏρ 舳 ｓ仰１ ｗｏｍｅｎ ｖｉｓｉｔｉｎｇ ｏｕｒｃ 服ｉｃ．

Ｋｅｙ ｗ ｏ 紬 ｓ： ｍ 餓 ｏＰａｕｓｅ，ｑ汕ｅｓ
ｔｉｏｎｎａｉｒｅ ｓｔｕｄｙ，ｓ

塗ｉｎ，ｓ校ｅｓｓｏζｓ

はじめに

愛年期とは性成熟期 から老年期， つまり卵巣機能

が 衰 退・ 消 失 す る ま での 時 期 を 指 し王〕
，
一 般 的 に は 閉

経 前 後の １０ 年 間
，
す な わち 堪５～５５ 歳と 捉 え ら れ て

いる． この時期に現れる多種多様な心身の症状を更

年期 障害 （更年期症候群）という２〕。 実際には卵巣機

能低 下は３５歳 頃か ら始まると考 えられ， 早け れば

３０歳代後 半から更年期 障害の症 状を生 じる こと も

あ る
．

更年期 障害の 症状 のうち 良く知 ら れている の ぼ

せ
，
発 汗
，
顔の ほ て り は 皮膚 に 関す る 症 状 と も捉 え

られるが、 このような更年期 障害の中核的な症状以

外にも， 日常診療で経験される様々な皮膚 症状が更

年期の身体的・心理社会的変化を墓盤として生 じて

い る の では な い か と推 察さ れる
．

そ こ で今 回， 皮 膚 科，
婦 人 科
，
内 科
，
メ ンタ ル ケ

ア科等で構 成さ 松る女性生涯健康センターに通院中

の患者を対 象と して更年期の皮膚症状についてア ン

ケ ー ト によ り 調 査 した の で 報告 す る
．

対象と方法

対 象 は些 セ ンタ ー の 診 療科 （皮 膚 科， 婦 人科， メ

ン タ ルケ ア 科，
内 科 な ど） の い ず れ か の 診療 科 を 受

診 し た３５～５９ 歳 の 女性 と した． 前 述 した よう に，
一

般 に は 更年 期 は ４５～５５ 歳 と 捉 克 ら れ てい る が，そ の

身体的変化の申心となる卵 巣機能猛下 は３５歳 頃か

ら生 じる た め
，
今 回 は更 年 期 の 年 齢 を３５～５９ 歳 と広

め に 設定 し検 討を 行 っ た．

ア ンケ ー ト の 実 施方 法 は
，
セ ンタ ー 受 診 時 に調 査

の圭 旨を 説 明 し
， ア
ンケ ー ト用 紙を 渡 し， 記 入後 に

国 収 した． なお，
ア ンケ ー ト ヘの 回 答 を も っ て 同 煮

を 得 た も の と した． 調 査 は ２００６年 ユ０～１１月 の１ カ

月 間 実 施 し た．
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アンケー トの内容：目常診療での患者の訴乏な ど

から比較的経験されると思われる皮膚症状や皮膚に

関 す る 閥 題 に 関 し
，
以 下 の よう な 事 項 に つ い て １８

の 質問 を 設 定 した．

自 覚 痘 状 に 関 し て，
顔 ・ 手 足 の ほ て り，

顔 ・ 頸 ・

頭 皮・ 外 陰 部 の 痒 み
，
頭 皮 ・ 顔 ・ 手 足 の 発汗 に つ い

て 尋 ね た．

その ほ か の 皮 膚 の 問題 と して，
顔 の 赤 み（赤 ら 顔），

に き び
，
鰻験 の たる み （眼験 下 垂） と そ れに よ る ア

イ ライ ンの 引 き にく さ。 薄 毛， ネ ック レス が引 っ か

か る （頸 部 の し わ ・ たる み ・ ア ク ロ コ ル ドンに よ る

も の）
，
皮膚 の乾 燥

，
踵 の角 化 ・ 亀 裂 につ いて 質 間 し

た、 さ ら に化 粧 品 に よる トラ ブル の 有 無
と 外 見 へ の

関 心 の高 さ に つ い て，
鏡を 見る 回 数 が 減っ た か どう

か を 質閥 した．

固 答は 「当 て は ま る」
，
「どち ら と も い 乏 ない」

，
「当

て は ま らな い」 の 選 択 肢 か ら選 ぶ こ と と した．

同時に月経の状態（頗， 不順， 閉経）， 更年期障害

と 言 わ れた こ と が あ る か否 か
，
ま た 抱 え てい る ス ト

レス の有 無 に つ い て も 質問 した．

結 果

１、 回 答 者 の 背 景

１２１ 名 の 女 性 か ら回 答 を 得 た． 年 齢 は ３５～５９ 歳，

平 均 ４７．０
歳 で あ っ た． 年 鶴分 布

を 図 ！ に 示 した．
受

診 した科 はメ ンタ ル ケ ア科 ４８ 名（３９．６％
）
，
皮 膚 科 堪Ｏ

名 （３３．１％），
婦 人 科 ８ 名 （６．６％）。 内 科 ４ 名 （３．３％），

そ の 他３ 名（２．５％
）
，
複 数 科 併 診１８ 名（１４．９％）で あ っ

た
．

更年期 障 害と言 わ れた ことカミある か否 かは，「は

い」３５名 （３９～５９歳）（２８．９％），「いい
克」７５ 名 （３５～

５８歳）（６２．０％），
無 固 答 １１ 名 （９

．
１％） で あっ た． 月

経 に つ い ては
，
月 経 順 調５３ 名（３５～５１ 歳）

，
不 順 ２１

名 （３５～５２ 歳）， 閉 経 雀１名 （些５～５９ 歳） であ っ た．

２
．
皮 膚 症 状 に つい て

図２に各質問項園に対する回答を示した． 自覚症

状に関する質問では， 全回答者申，「当てはまる」 と

回 答 し た 女性 は
，
顔 の 痒 み （Ｑ３）壬５．

５％ （更年 期 障 害

と 診 断さ れて い な い 固 答 者 で は４８．Ｏ％）と，
顔・ 頭 皮

の 発 汗 （Ｑ５） 蛎、５％ （同 ３８．７％）
と が最 も 多く， 次い

で
，
顔 の ほ て り （ｈｏｔ 館 ｓｈ）（Ｑ１）４０，

５ ％ （同 ３３
．
３ ％）
，

首 の 痒 み （Ｑ４）３６．４％ （同 ２６．８％）， 手 足 の ほて り ・

し びれ （Ｑ１５） ３６ユ％ （同 ３６．
０％） が 扇 立っ た、

これらの自覚症状は更年期障害と診断されていな

い 固 答 者 でも，
少な か ら ず 白 覚さ れて い た．

月 経 の 状態 別 に 見 る と
，
顔 のほ て り

，
顔 ・頭 皮 の

図１ 回答者１２至名の年齢分布

ア ン ケ ー ト の 固 答 者 の 年 鯖 分 布 を ５ 歳 区 切 り で 示 した．

発 汗
，
手 足 のほ て り ・ しび れ

，
顔 や 首 の 痒 み は

，
閉

経前の月 経不順の時期に多 い傾向 があった（図３）．

外見の変化や皮膚の機能に関する質問で 「当 ては

ま る」 が多 かっ た の は，
眼 瞼下 垂（Ｑ９）嬉６．

３％
，
薄毛

（毛 髪 量の 減 少）（Ｑｎ） 姐６％， 皮 膚 の乾 燥 （Ｑ１４）

４７．１ ％，
踵 の 角 化 ・ 亀 裂 （Ｑ１７）５６．１ ％ な

ど で あ っ た．

一 方
，
「当 て はま る」 が 比 較 的 少 な かっ た も の は，

に

き び （Ｑ６）２蝸 ％，
顔 の 赤 み （Ｑ２）１２辿％，

ネ ック レ

ス が引 っ か かる（Ｑ１２）， 化粧 晶 に よ る トラ ブ ル
（Ｑ７）

が各 々 ７，４％
な どで あ っ た．

ま た
， 外
兇 へ の 関 心 につ

い て は ２４．７％ が 鏡 を 見 る 回 数 が滅 っ た（Ｑ１３）と 圃 答

し た
．

年齢との関係 を見ると， 各質問 とも些てはまると

回 答 した 例 は
，
３５～３６ 歳 か ら５近～５９ 歳 に 分布 し

，
平

均 雀５．９～４９．２ 歳 で あ っ
た が， ニ キ

ビ （Ｑ６） につ いて

は ３６～５５ 歳 に わ た る も の の
，
平 均 で は４２

．
８ 歳 と 比

較 的 若 年 で あっ た．

３． ス ト レス 因 子

全 回 答 者 の８３．１
％ が 何 ら か の ス ト レス 因 子 を 自

覚 しており，ス トレス因子と しては健康問題な ど 噌

分自 身 の こ と」 が ８堪．８％，「家 族の こ
と」 が６７，６％

と

多 く
，
次 い で「仕 事 上 の問 題」が２９．

５％
，
「パ ー ト ナー

と の 関 係」 が ３１
．
４％ で あ っ た．

考 察

更年 期 の 女性 の皮 膚 症 状 に つ い ては
，
こ 枇 ま で

，

更年期障害の症状と して婦人科領域でのいくつかの

調 査があるにすぎず， 皮膚科学の視点か ら検討され

た も の は ほ と ん どな い、 廣 井 ら は，
４０～６５ 歳 の 一 般

女 性 を 対 象 と し てア ンケ ー ト 調 査 を行 っ た 結 果，
皮

膚 症 状 を 訴 克 た 症例 は
，
の ぼせ １３

．
３％
，
発 汗 １１．迅％，
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Ｑ１ 蓑葦１こ轟藁あ｛秦裏くなって：爺くなっ麦三り

像 て る ことが 滋っ た

Ｑ望姦姜…の謙 み赫何 目も繍くこと叙澄った

Ｑ３嚢嚢カ｛角、ゆ くな ることお｛姦っチ±

Ｑ遅 蓄漬雫あ、ゆ く考真惹ことお｛姦ｆ）た

Ｑ５蔓嚢湊三伸彦蔭…二…平養三あ、き亨やすくなっ走

Ｑ６ 顔１ニヱキピ 秘でき箏貧くなっだ

Ｑ７ 今豪で俊つていた化糠 晶秘雀〒わなかつ楚り

あ、名ミ考ｔ苧 すく迂真ｏチ三

Ｑ昌 嫁倉霞ぷりア イライニ’あ｛暮≡萎葦≡こくくなっ武±

Ｑｓまぶ紀⑳走るみ 秘 熱；二なつて嚢走

Ｑｊｏ 洗萎婁しｒ＝も嚢費…蔓禿苛カ、ゆ くな讐 箏 玄くなっ た

Ｑｌ１ 髪の毛 赫簿くなっ恕 測ま髪⑳ 嚢淋滅っだ

釧 婁 漆 ツ多 レ汲 撚 ひ っ 秘 か るま う１二：なっ 淀

Ｑ１３ 銭を夏る 鰯数秘滅つた

Ｑ１毒 駁泊蝿 燦 するまう１こなつ恕

Ｑ１５ 劇二等や 屋⑳嚢⑳ ほて弓婚

しび 扱愛感じ恕ことが 茜つた

Ｑ洲 季紬澄の 嚢１；＝洋をか蜜紬すくなつ拒

Ｑ１７農嚢南｛事葵くて婁乞餐嚢しｒ＝ヲゴ努芳ラナ箏

ひ び審毫棚 二なるこ１とが銃っだ

Ｑ１薯 空壬墜と庸塞｛系なくタ辛睡姜妾嘩碩）完、ゆ み 労｛蓼；くなっ だ

鰍 葦鰍 婁跳 ３脇 逐鍬 §鰍 ６蟹琵 弼％ ８脇

慶 幾てはまる 翻どちらと執 涙 ない 翻 幾てはまらない

鰯２ 更年綴艦代女健の皮繕癌状

ア ン ケ ー ト の 玉８ 項 冒 の 質 間 に 関 す る 国 答 繕 果 を 示 し た．

⑬跳 欄鰍

鰯 無圓 答

皮膚 の 痒 み ９
．
Ｏ％
肯
膣乾 燥 感 遵

．
迅％ であ っ た と 報 告 し

てい る別．
一 方， 牧 田 らは 更 年期 外 来に 受 診 した 女 性

の皮 膚 症 状 に つ い てア ンケ ー ト 調 査を 行 い干
受 診 者

の２８．５％ が 皮 膚 症 状 を 有 し弓
受 診 時 の 症 状 と し て

は
宇
ほ てり
，
発 汗
，
冷乏 が ６０％ 前 後に み ら れ た の に

独え，
乾 燥， しみ， し わ， 毛 髪 量 の滅 少

を ５Ｃ％ 程 度

が 禽覚 して い た と 綴告 して い る尋、． 凄 た，
以 前 に 此 べ

て気 に な る 症 状 と して は
，
しみ
、
かさ つ き にカ肢

、

痒み と 回 答 す る例 柳多 か っ た と 述 べて い る．

著者 らは女牲外来の冒常診療で受診者が訴克る 皮

膚の 閥 題 に つ い て １８ 項 目 を 取 り 上 げ
呈
そ の 自 覚 の 有

無を調査 した． 今圓の調査結果から， 更牢期の女性

にはこ れ護で更年期障害の症状として知ら枇ている

ほ てり宇 発
洋 の 勉 に。 顔 や 意 の 痒 み， 手歴 の し

び れ

を 自覚 して い る 者 が多 い こ と が わ かっ た． ま た，
翼

年期 障害と言わ枇たこ些のない（診断さ批ていない）

女性にもこ枇らの症状は高頻度に自覚さ れており，

程度の 差はあると１思われるが， 更年期 世代の女惟に

特有の共通 し恕状態， あるいは病態である可能性が

考 克 ら 批る
．
す な わち

，
こ れ ら の 痘状 は， 更 年期 に

おける卵巣機能猛下に伴う自穣紳経機 能の失調を基

盤 を して 生 じて い る ので はな い か と艦 察 した苗 こ の

こ と は
、
周 経 の 状 態 か ら晃 た 場 合

，
月 経不 瀬 の 時 期

にζ拠らの症状を自覚している例が多 いという緒果

と も含 致 す る の で は ない かと 考 乏る。

薄毛や 眼験下重は， 揃 齢変化に関する質閥でもあ

一王７３一
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“ ÷Ｏ、 急に 顔 淋熱くなって赤くなｏたりほ て

ること淋 あった
】■』 ０３ 額 がか ゆくなることが あった

・ 心 ・ Ｑ卑 蓄 がか ゆくなることが あった

・ ψ一Ｑ５ 頭皮 や 額 に汚をかき やすくなった

一 谷⊥ ０１彗 急に 事や 足 の嚢の ほ てりやしびれ

を 感じた二と治｛あった

一ロ ー０１０ 手 や是 の嚢 に１干を がき やすくなっ

た
一△・ ｏ珊 全 理と関 係なく於陰 部 のか ゆ みが

多くなった

図 ３ 皮膚症状と月経との関係

図に示 した皮膚症状は月 経不順時期の女性に多い傾陶

が 見 ら れ た．

る が亭
全 体の 半 数 近 く が 自覚 して い た．

こ れ らに つ

い て
，
今後 若 年 者

，
高 齢 者と 比 較 検 討 する こと で，

更年期 世代の特 徴がよ り明 瞭にな るも のと思 わ れ

る
．
ま た
，
ニ キ ビを 白 覚 して いた 国 答 者 の 平均 年 齢

は
，
ほ か の 質閥 に比 べ て 週２．８歳

と 比 較 的 若 年 で， 月

経も順調なものに多かったことから， 更年期の皮膚

の問題としては， あえて取り上げなくてもよいのか

も し れな い、

さ らに， 今国の調
査では多くの例 で自分自身のこ

と， 特に健康間題や家族の問題などのス トレスを抱

えて い る こ と が 明 ら かに な り
，
こ れ ら が， 皮 膚 症 状

を含めた身体症状の悪化因子と して作用 している可

能性 が示唆された． 後山 らは更年期 の不定愁訴を有

する 女性 を 対 象 に
，
ス ト レス 因 子 に つ いて 調 査 し た

結 果， ７１％ がス トレ ス 因 子
を自 覚 し

，
その 内 容 と し

て は 自 分自 身 の こ と が５５％ と 最 も多 く，そ のう ち
健

康 に 関す る こ と が ３７％ を 占め た と 報 告 して いる訓．

さ ら に
，
子 供 に 関 する こ と ２５％， 介 護 な

ど両 親 に関

す る 問 題 が ２０％，
配 偶 者 と の 関 係 １２％ で あ っ た と

しており， 今回の調査結果はこ机とほぼ同様の傾向

を 示 して いる、

こ の こ と か ら，
何 ら か の症 状の 訴 完 を もっ て 外来

を受診する更年期世代の女性の場合， 自身の健康や

家族の問題がス トレス因子として重視すべき問題で

あ る と 考 え ら れる
．
従 っ て，

更年 期 女 性 の 診 療 に当

た っ て は，
皮膚 症 状の 訴 え を 様々 な 身体 症 状 の １つ

と して受け止め， その背景にある前述の心理社会的

要因にも配慮し， まずは 「ね ぎらいの心」 をもって

診療 に当 た る こ と が望 ま しい と 考 える． ま た， 鏡
を

見る固数が減るな ど， 外見への関心が低下 している

と推 察さ れ る 例 は，
容 貌の 衰 え を 意 識 して

，
社 会 生

活 が消 極 的 に な っ て いる こ と も あ る た め， よ り 前 向

き に な れる よ う。 化粧 の指 導 な
どを 含 め

，
支持 的 に

対応 する と よ い と 思 わ れる引．

今回の検討は， 女性外来通 院中の患者を対象
と し

たため， 更年期障害と診断さ 枇ていない女性であっ

ても， 様々 な身体症状を白覚している例が少なくな

か っ た と考 完 られ る．
今 後 は
，
一 般 の 更 年期 世代 の

女惟を対象に検討する必要があるとともに， 今回用

いた質間票をもとに更年期女性の皮膚に関する問 題

に つ い て．
より 正 確 に 評 価 を より す る た め の 質 閲票

を 作 成 し て い きた い．

本論 文 の要 旨は 第１０７圓 日 本皮膚 科 学 会総 会 にお い

て 報 告 し た．
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